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要約：脳コミュニケーション研究センター（BrainCom）は、脳科学と情報通信技術を核にして様々な
学術領域の知見を高度に融合することによって、新しいコミュニケーション関連技術を創生するた

めの学際的研究拠点として、2012年 4月に本学総合研究所に創設された。本研究センターはまた、
同時期に共同研究設備として導入された磁気共鳴断層撮影（magnetic resonance imaging: MRI）装置
の運用業務も担っており、徐々に本学における研究活動の活性化に貢献しつつある。本稿では、学際

領域研究の拠点形成に向けて活動してきた本年度（2016年度）の成果の概要を報告すると同時に、
今後の学際的研究活動の指針を述べる。

1.はじめに

脳コミュニケーション研究センター（BrainCom）
は、脳科学と情報通信技術を核にして様々な学術領

域の知見を高度に融合することによって、新しいコ

ミュニケーション関連技術を創生するための学際的

研究拠点として、2012年 4月に本学総合研究所に
創設された。本研究センターは、同時期に共同研究

設備として導入された磁気共鳴断層撮影（magnetic
resonance imaging: MRI）システムの運用業務も担っ
ており、徐々に本学における研究活動の活性化に貢

献しつつある。

脳コミュニケーション研究センターでは、応用脳

科学（Applied neuroscience）グループ、基礎脳科学
（Basic neuroscience）グループ、脳計算論（Computa-
tional neuroscience）グループの 3つの研究グループ
を組織し、相互の緊密な連携体制の下で研究・開発

を推進している（図 1）。
応用脳科学グループは、脳の情報処理機構に立脚

した医工学技術の開発を目指している。例えば、脳

内機序に基づいたリハビリテーション法の開発や、

脳の療育の研究・開発を進めている。

基礎脳科学グループは、脳科学の知見に基づい

てヒトをより深く理解するために、知覚や認知、記

憶、運動など、ヒトの様々な機能における脳内の神

経表象を明らかにすることを目指している。

脳計算論グループは、機能的MRI（functional MRI:
fMRI）や脳波などの脳活動計測から得られる多次
元の膨大なデータを処理する手法の開発や、脳の情

報処理のモデリングを行っている。また、本学に設

置された高性能クラスタ計算機を活用した高速処

理を実現するために、並列化アルゴリズムの実装・

開発も行っている。

以下本稿では、学際領域研究の拠点形成に向けて
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図 1. BrainComの研究体制

本年度（2016年度）に実施した活動について、Brain-
Comの組織、研究活動、教育活動、MRI装置運用
実績に関して報告する。さらに、本年度の活動を総

括した上で、次年度の研究活動の指針を述べる。

2.組織

2016 年度は、BrainCom 専任教員 6 名に加えて、
連携教員 3名ならびに客員教員 4名にも BrainCom
の運営に関して積極的なご支援やご助言を頂く体

制で様々な活動を実施した。

専任教員…岩田誠教授、中原潔教授、門田宏准教

授、青木隆太助教、木村岳裕助教、松崎梢学振 PD
研究員（11月末まで）
連携教員…繁桝博昭准教授、吉田真一准教授、松崎

公紀准教授（情報学群）

客員教員…朴啓彰博士（高知検診クリニック脳ドッ

クセンター長）、神谷之康 博士（京都大学 教授）、

宮崎真 博士（静岡大学 教授）、谷部好子 博士（ウ

エスタンオンタリオ大学研究員）

3.研究活動

脳コミュニケーション研究センターでは、上記の

教員およびシステム工学群の教員が、高知大学、高

知工業高等専門学校、東京大学、静岡大学、岡山大

学等 13大学の研究者と共同してMRI装置を用いた
研究を実施している。また、経済・マネジメント学

群の教員や他機関の研究者が業務時間後に参加でき

るように、毎週水曜日 18:30から 2時間程度の研究
セミナーを開催している。この BrainComセミナー
では、脳科学・医学・情報科学等様々な分野の研究

者が持ち回りで最新の研究トピックスを提供して、

相互に意見交換している。

図 2.高度脳画像クラウド ABICの概要

2016年度は、これらの活動の結果として、原著論
文 8報、国際学会 14件、国内発表 29件が、本研究
センター関連の研究成果として公表された。以下、

主要な研究成果を述べる。

3.1 高度脳画像クラウド ABIC構築の試み（岩田）
脳コミュニケーション研究センターは、設立時より

学際領域の拠点として活動することを目的としてい

た。そのためには、個々の研究者が自身の専門性をよ

り深めて研究を推進すると同時に、多くの研究者の

専門性を総合してより広がりのある研究テーマを推

進することこそが研究センターの本来のミッション

である。このような考えから、2015年度の総務省戦
略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）に、高度
脳画像クラウドABIC（Advanced Brain Image Cloud）
の研究開発課題を応募したところ、高い評価を得て

採択され、2017年度までの研究開発を進めている
ところである。

本研究は、高齢化先進県である高知県内の健診セ

ンター・認知症疾病医療センターの既存MRI設備
を有機的にネットワーク化して、高齢者の認知症等

の疾病予防や早期治療、さらには健康増進に資する

高度な脳画像クラウド ABIC（図 2）を研究開発し、
高知県が掲げている「日本一の健康長寿県構想」に

貢献することを最終的な目的としている。

この ABICプロジェクトでは、県内の各認知症疾
病医療センターで撮像された脳画像を、高精細な脳

画像に再構成して解析するアルゴリズムを 2015年
度に開発した 1, 2)。2016年度には、再構成画像に基
づいて、軽度認知障害者あるいは認知症患者に対す
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る診断支援情報およびニューロフィードバック支援

情報を提供する方法論を検討すると同時に、JGN-X
と高知県情報ハイウェイを基幹ネットワークとして

活用しABICのネットワーク基盤を高知工科大学―
高知大学医学部間、ならびに、高知工科大学－高知

検診クリニック間に構築した。現在、2017 年度の
ABICシステム構築完成に向けて、脳構造画像クラ
ウド ABICs、脳機能画像クラウド ABICf、ならびに
ネットワーク基盤ABICnの各サブシステムの設計・
開発を進めているところである。本システムの詳細

については、プロジェクト完了後に稿を改めて報告

する予定である。

3.2 ヒトの感覚運動統合における情報処理（門田）
我々は環境から種々の感覚情報を適切に処理・統

合し、それらの情報に基づいて合目的的な運動を行

うことにより日常生活を営んでいる。この感覚機

能、運動機能について心理物理実験および fMRIや
経頭蓋磁気刺激（TMS）、脳波（EEG）等の脳計測
装置を用いてそれらの神経メカニズムを解明すべ

く研究を行っている。

特にヒトが新しい環境を学習するときの機序に

ついて心理物理実験や fMRIを用いた実験などを行
いながら研究を進めている。新しい環境として体の

動きと操作対象であるカーソルの動きの間に視覚

運動変換を加えた環境や、ヘッドマウントディスプ

レイを用いて複数の視点で運動を行う環境などを

構築し、この環境を学習するときの脳活動や学習の

転移などについて検討を行っている 3)。また、状況

に応じて柔軟に役割を切り替える脳機序について

も fMRIを用いて検討を行った。fMRI内で験者と被
験者の 2者間での鬼ごっこ課題を行わせ、役割の切
り替わりに関する脳活動を調べたところ、運動前野

と頭頂葉のネットワークが随意的な役割の切り替わ

りに関与することが示唆された 4)。

さらに、学内外の共同研究も進めており、静岡

大学等とともに時間知覚に関する研究を行ってい

る 5, 6)。研究成果の一部として Sientific Reportsに論
文として発表された内容は NHK高知放送局や静岡
新聞等、複数のメディアで紹介された 7, 8, 9, 10, 11)。ま

た、自己知覚に関わる脳構造に関しては、広島大学

や NTT等と共同研究を行っている 12)。さらに自己

と他者の判断に関する脳機能については、本学の繁

桝博昭准教授とともに、NTTや東京大学等と研究
を進めている 13, 14)。繁桝博昭准教授に加え、本学の

中原潔教授、岡山大学とは多感覚情報に基づいた言

語処理や知覚統合に関する研究を進めている 15, 16)。

図 3.マニピュランダムと tDCSを用いた運動記
憶の関連づけ

3.3 運動記憶の人工的な連合と操作に関する研究
（木村）

ある場所を久しぶりに訪れると、そこでの思い

出が突如蘇ってきたという経験があるように、記憶

が状況（文脈）に依存して形成・想起されることは

よく知られている。また、最近の研究から、運動ス

キルの学習に関わる記憶「運動記憶」についても、

同様な文脈依存性があることが分かっている。我々

は、この運動記憶を研究するためのモデル動作とし

てロボットマニピュランダムによる標的に向かって

手を伸ばす腕到達運動を用い（図 3a）、また、状況
（文脈）を操作するための外部刺激として微弱な電

流刺激を用い、運動記憶と状況の関係を連合させ、

その運動記憶を人工的に操作することに成功した

（図 3） 17)。

実験では、頭皮上から非侵襲的に微弱な直流電流

刺激を与える経頭蓋直流電気刺激（transcranial direct
current stimulation; tDCS）法（図 3b）を用いて、一
次運動野に陽極と陰極の異なる電流刺激を与える

ことで二つの状況を作り出した。被験者は右腕の

到達運動を行わせ、陽極 tDCSを与えたときには右
向きの外力、陰極 tDCSのときには左向きの外力を
受けながら、腕到達運動を繰り返すトレーニング

を行った（図 3c）。つまり、それぞれの極性の tDCS
によって実現された異なる脳状態のそれぞれに異な

る力場を関連づけて学習させたことになる。十分な

トレーニングの後、ロボットマニピュランダムの外

力を切り、ハンドルを標的に向かって直線的にのみ

動けるような仮想的な壁を作り、tDCSの極性を陽
極－陰極と切り替えながら被験者が発揮する力を

計測し、運動記憶の量を定量化した。

被験者の一次運動野への tDCSの極性を陽極－陰
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図 4. 3次元順応刺激観察時の脳活動の例

極と切り替える度に、腕到達運動の壁へ加えられる

力が反転することが明らかになった。つまり、脳に

人工的に作り出した二つの状況に応じて、異なる運

動記憶が形成されたこと、そして、その状況を再現

してやれば自動的に状況に対応する運動記憶が想

起されることを示唆した。

現在は、tDCSによる運動記憶の切り替わりの詳
細な脳内メカニズムを解明するために、東京大学の

野崎大地教授、本学の門田宏准教授らと供に fMRI
を用いた準備を進めている。

3.4 3次元知覚及び多感覚統合に関する研究（繁桝）
私たちは両目の網膜像のずれである両眼視差か

ら 3次元世界を知覚することができる。しかし、こ
の両眼視差の手がかりから視覚系の処理システム

によってどのようにして奥行き構造の知覚にまで至

るかという脳内の情報処理過程のしくみについて

は未解明な点が多い。われわれはこの処理過程につ

いて検討するために、順応による脳活動の低下を指

標として、各視覚領野において順応効果の網膜位置

依存性やスケール依存性を検討し、各視覚領野が

両眼視差そのものの処理から 3次元形状の知覚レ
ベルの処理までのどのレベルの奥行き処理に関わっ

ているかを推定した（図 4）。実験の結果、視覚系
の背側経路の領野においては網膜位置に依存した

両眼視差を時間平均した情報に順応し、腹側経路の

領野においては対象のサイズに依存しない奥行き

形状に順応することが示唆された。これらは背側、

腹側の経路において異なる奥行き情報が符号化さ

れているとする先行研究と一致し、さらに、各処理

経路で両眼視差のレベルから知覚レベルまで具体

的にどのような処理の違いが生じるかを明確にし

た 18)。

図 5.高知新聞 2016年 7月 13日付朝刊

こうした 3次元の映像は、バーチャルリアリティ
や 3D映画などに見られるように、それ自体がエン
ターテインメントの要素を持ち、また、3Dによる
商品呈示が消費者の購買行動に好ましい影響を与

えたということが報告されている。そこで、3次元
構造知覚を伴う回転呈示が対象の評価およびその

際の脳活動について検討するため、対象に対する

主観評価を取ることに加え、対象の評価課題遂行

中の脳活動を計測した。その結果、3次元構造知覚
をもたらす回転呈示は静的な提示や 3次元知覚を
もたらさない回転提示に比べて主観評価値が高く、

さらに脳活動において報酬関連部位である尾状核

の高い賦活がみられた。このことから、3Dによる
呈示が対象の評価に好ましい影響を与えることが

脳活動においても示唆された 19)。

また、本年度は、富山県立大学との共同研究にお

いて、花に対する評価の高低が脳活動にどのよう

な差異をもたらすか 20)、初期視覚野において形のイ

メージ想起をMRIによる脳情報から復号化できる
かについて検討し 21)、成果発表を行った。脳コミュ

ニケーション研究センター客員教授の朴 啓彰教授

との共同研究では、運転行動中の脳活動について検

討し、成果発表を行った 22)。

3.5 認知・社会神経科学研究（中原・青木）
今年度の特筆すべき成果として、中原が新潟大学、

ATR等との共同研究成果をNature Communications誌
に論文発表したことが挙げられる 23)。この研究で

は、図形のペアを記憶学習させたサルの側頭葉より

皮質脳波の多点記録を行い、脳活動の空間パター

ンの解析を行った。その結果、皮質脳波活動の空間

パターンが連合記憶を表現することを新たに見出

した。本研究成果はプレスリリースされ、毎日新聞

（高知県版）24)、高知新聞 25)、新潟日報で報道され

た 26)（図 5）。

216



青木はモチベーションの神経基盤に関する総説を

発表した他 27)、共著者として自己効力感と大脳皮質

体積との相関に関する研究論文を発表した 28)。さら

に、玉川大、カリフォルニア工科大との共同研究を

進め、公平性に関する fMRI研究を筆頭著者として
major journalに投稿準備中である。他に、ヨーク大
との社会神経科学の共同研究が同様にmajor journal
に投稿中である。

以上に加えて 3件の国際学会発表を行った 29, 30, 31)。

現在進行中の共同研究先としては、新潟大医（生

理）、高知大医（精神科、耳鼻咽喉科、生理）、玉

川大脳研、慶應大理工、CiNet、カリフォルニア工科
大、ヨーク大がある。

3.6 超解像処理の並列化による高速化（松崎）
松崎らは、これまでにMRI画像におよび fMRI画

像に対する超解像処理を実装し、その効果について

工学的見地から評価を行ってきた。平成 28年度に
は、主にその超解像処理を並列化を含む複数の方法

で実装し、どの程度の高速化が可能かを調査した。

松崎らの過去の研究では、Java 言語を用いて逐
次処理により超解像処理を実装していた。その実

装では、解像度 64 × 64の fMRI画像 1枚に対して
16.4秒ほどかかり、（標準的な 30分の実験から得ら
れる）600枚画像に対しては 2.5時間以上かかる計
算であった。平成 28年度には、同じ処理を複数の
言語・ライブラリを用いて実装し高速化を図った。

（1）逐次プログラムのアルゴリズムをほぼ変えず
に、高速に計算するようC++言語により実装したも
の。（2）（1）をもとに C言語と CUDAライブラリ
を用いて GPU上で高速に計算できるように変更し
たもの。（3）逐次プログラムのアルゴリズムを変え
ずに関数型言語 Haskellを用いて実装し、ライブラ
リ Repa を用いることで簡易的に並列化したもの。
（4） Repa ライブラリを Accelerate ライブラリに置
き換え GPU上で動くようにしたもの。これらの実
装の結果を図 6に示す。Haskell Repaによる並列化
により、アルゴリズムレベルで変更することなる 3
倍程度の高速化が得られた。また、C言語と CUDA
による実装では、最大で 30倍程度の高速化が得ら
れることが確認された。これらの成果は、研究会

発表 32)および論文誌論文 33)として発表したもので

ある。

3.7 視覚刺激の脳情報デコーディング（吉田）
知能情報学研究室では、言葉やコマンドを介さな

くとも高度な情報のやりとりを人間とコンピュータ
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図 6.並列化の評価実験結果

の間で行う Brain-Computer Interfaceを、情報検索に
応用すること目指している。そのための基礎的な知

見を得ることを目的に、様々な視覚刺激を人間に呈

示した際の脳活動を fMRIで計測し、この計測デー
タをコンピュータで判別するアルゴリズムの評価を

行っている。

まず、単純な図形について、静止画を対象に黒い

背景に灰色で描いた図形（円形、正方形、正三角形

等）の判別 34) や異なる色（赤、緑、青）の円形の

判別をサポートベクトルマシン（SVM）を用いて行
い、3つから 7つ程度の判別であれば、ランダムな
選択よりも有意に高い精度で脳活動のみからどの

図形を見ているかを推定することが行えることを

確認した。7つの図形については、被験者によって
は 31 %から 52 %程度の高い精度で推定でき、ボク
セルの選択数と精度の関係についても調査した結

果を国際会議 ISCIIAにて発表している。
また、より高次の判別として、視覚刺激として人

の顔を用いた場合についても研究を行ってきてお

り、顔の種類（男性と女性、知人と初対面等）につ

いて 80 %前後であることを確認してきており、こ
れをさらに進めて、顔の表情の違いについても研究

を進めた 35)。基本 6表情のうち、特に判別しやすい
怒りと喜びについて判別を行い、8人の被験者中 2
人は 75 %、88 %と高い判別が行えた一方、ほとん
どランダムと変わらない被験者も多かった。

これらのことから、被験者の個人差による精度の

ばらつきはあるものの、人によっては BCI型の画像
検索への応用可能性があるのではと考えている。

紙面の都合で、本研究センターの共用研究設備で

あるMRI装置を活用した全ての研究プロジェクト
を詳細に紹介できない点はご寛恕願いたい。他方、

関連する科学研究費助成について、2016年度は基
盤（B）1課題、基盤（C）2課題、挑戦萌芽 1課題、
若手（B）2課題が実施されている。継続的に外部資
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金が獲得されており、BrainComの活動が本学にお
ける研究活性化の一翼を担いつつあることが判る。

4.教育活動

本センター教員により、脳科学関連の講義を学内

のみならず近隣の諸大学においても開講した。ま

た、MRI装置を活用した卒業研究指導が本格的に実
施され、学部学生 9名（情報学群 6名、システム工
学群 3名）がそれぞれ質の高い学位論文を執筆し、
それぞれ学士の学位を取得した。次年度以降はさら

に多くの研究指導に活用されることを期待したい。

5.共同研究設備運用実績

MRI装置を利用する際には、ヒトを対象とする
研究倫理審査委員会において承認された研究課題

を記載した利用申請書 1 を BrainComへ提出し、そ
の後、Webサイト上で予約状況を確認してから利用
希望時間を電子メールで申請することとしている。

現状では、MRI装置の利用申請は本学教員に限定
している。学外の研究者に関しては、本学教員と共

同研究を実施する場合に限って、本学教員が利用申

請を提出すれば利用を承認するという暫定的運用

を行っている。

また、今年度からMRI室利用に際して学内共用
研究設備に受益者負担の制度が導入され、所定の利

用料金を支払うこととなった。利用料金は、共用設

備を運営していく上でのランニングコスト等に充

当される。

今年度は、MRI装置を学内外の研究者に広く活
用して頂けるように、以下の活動を実施した。

（a）シーメンス社によるMRI講習会：MRI装置の
使用については、ヒトを対象とする研究が主に

なること、使用方法を誤ると重大事故につなが

る可能性があるため、使用する教員はシーメン

ス社の技術研修（MRI利用安全講習会）の受講
を必須と定めている。また、本年度より安全教

育の観点から、責任者の教員に限定せずに、共

同研究者及び学生の受講も推奨した（参加者約

40名）。
（b）被験者プールの増強：研究課題毎に毎回個別に

被験者を募集すると非効率である。このため、

本センターで予め被験者を募集して登録して

おき、MRI装置による実験日時や被験者の条
件（視力矯正の有無や利き腕など）を登録者全

員に電子メールで連絡する体制を整えて、MRI
1http://www.souken.kochi-tech.ac.jp/BrainCom/

internal/ 参照
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図 7. MRI装置の利用率の月別推移（2016年度）

利用研究者の利便性を向上した。本年度末時

点で、被験者プールへの登録者が約 450 名に
達し、効率良く被験者を募集できるようになっ

た。しかし、本学学生に限定している為授業や

試験、長期休暇のタイミングで被験者が集ま

りにくく実験が行えない状況も発生している。

掲示板での告知の他に、授業での告知やサー

クル、ホームページを通じて募集を行っている

が、今後もより多くの学生に周知される為の活

動を模索し沢山の学生に参加していただきた

いと考えている。

以上のような運用努力もあり、2016年度は 32件
の研究課題でMRI装置の利用申請があり、MRI装
置の利用率は約 85 %を維持している。各月別の利
用率の状況を図 7に示す。昨年度までは月別利用率
が比較的平均化されていたが、2016年度は年間を
通して予約を取り難い状態であった。ご利用予定の

先生方におかれましては、このような利用状況をご

配慮頂いて、ご予約願いたい。平日日中は授業の関

係で被験者が集まりにくいため実験を行い難い場

合もあり、土日祝日の使用許可の要望も多い。今後

話し合いを重ねて、安全に実験ができる範囲内で柔

軟な利用が可能なように改善していきたい。

6.その他

前述の様々な活動に加えて、BrainCom主催の脳
と情報シンポジウムを 11月 2日に開催した。磯部
学長の開会挨拶に始まり、脳科学・脳情報学の分野

から気鋭の研究者にご講演頂くと同時に、本学教

員も最新の研究成果を発表した。またポスターセッ

ションでは 18件の研究成果が発表された。学内外
から約 120名にご参加頂き、終日有意義な議論や意
見が交換され、本学の研究水準のさらなる向上に期

待が寄せられた。最新のご研究成果をご講演頂い

た今水寛先生（東京大学大学院人文社会系研究科

教授）、松元健二先生（玉川大学脳科学研究所教
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図 8.脳と情報シンポジウム（11月 2日）の模様

授）、森信繁先生（高知大学医学部神経精神科学教

室 教授）にはこの場をお借りして、深くお礼申し

上げたい 2。

また、大学広報の一環としても貢献するために、

来客時やオープンキャンパス等の際には、可能な限

りMRI装置の見学にも応じている。教員が実験を
実施している場合は実験の特性上見学できない場

合もあるので、見学を希望される方は可能な限り事

前にお知らせ頂きたい。

一方、MRI装置は大型精密機器の為、研究者側で
細心の注意を払っていても障害や軽微な故障を避け

ることが困難であり、本年度も装置停止のアクシデ

ントに見舞われた。装置停止時に事前登録済の携帯

電話へ自動的に発呼する装置、ならびに、その際に

停止状況を遠隔確認するWebカメラを設置してい
るが、冷却装置は自動で再起動を行わないため日時

に関係なく、深夜や休日に再起動ために緊急出勤す

る必要があった。今後関係者全てが出張などで復旧

に駆けつけられない事態も想定して、より広い範囲

でご協力を仰げるよう話し合いを重ねていきたい。

そして、安定して信号雑音比の高いデータを取得

するためにはシーメンスとの年間保守契約による

定期点検が必要不可欠である。年間保守契約は定額

で定期点検等のサポートが保障されるものであり、

今後もこれに係る大学からの継続的な支援を切に

お願いする次第である。

7.おわりに

本報告では、これらの活動の成果の概要を述べ

た。最近、国内のヒト脳機能イメージングの若手研

究者の間から「いま高知工科大が熱い」との声が聞

かれる。本研究センター発足後 5年が経過し、ヒト
脳機能イメージング・コミュニティにおける存在感

が高まりつつあることを実感する。2016度と比較
して 2017度は投稿論文数を増やし、さらに一層強

2役職等は 2016 年度時点のもの。

力に研究を推進する。

当センター設立以来、MRI装置運用に関する様々
な準備やノウハウの蓄積、広報活動を通して共同研

究の可能性を模索してきた。2016年度は基礎的な
研究だけでなく、応用脳科学の観点にも注力した。

例えば、高知大学医学部精神科との共同研究を現

在も進めているところである。また、リアルタイム

ニューロフィードバックシステムの開発も進めてお

り、共同研究の実験ツールとして活用する予定であ

る。2017年度は、基礎および応用の両面から共同
研究活動をさらに活発化して継続していく。

異分野の研究者が学際的な領域で協力するために

は、まず、真理探究や技術の実用化に対する個々人

の情熱があり、お互いに共感することが重要である

ことは言うまでもない。それに加えて、本センター

の講演会、共同研究の打合せ、および毎週の研究セ

ミナーを通して明白になったことの一つに、同じ内

容でも研究分野毎に異なる専門用語を使っていると

いう事実がある。このことから、学際的な共同研究

においては、お互いに深い理解が得られる共通語を

作り上げられる場（機会や場所）の提供が重要にな

ることを実感した。共同研究設備であるMRI装置
の単なる運用業務に留まらず、このような場を垣根

なく提供することこそが、まさに本センターの真の

役割ではないかと考えている。この趣旨に共感され

る諸先生方は、是非 BrainComの活動にご参画願い
たい。
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Abstract: The Research Center for Brain Communication (BrainCom) was established in the Research Institute of KUT
in April 2012 as an interdisciplinary research hub of novel communication related technology and science. Although
BrainCom was mainly initiated by researchers in neuroscience and information communication technology, we intend to
integrate essential knowledge from various academic fields, as well as to operate and maintain the magnetic resonance
imaging (MRI) system as shared research equipment.

This report summarizes advanced activities of BrainCom in 2016 and discusses the research plans in 2017.
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